
 

♪  もう いくつ ねると お正月 

お正月には 凧あげて ～ 
年の瀬を迎えて、ご多忙の毎日をお過ごしのことと存じます。 

「光陰矢のごとし」今年もあとわずかとなり、いよいよカウント 

ダウンに入りました。 

今年は皆様にとりましてどのような一年だったでしょうか？ 残り１０日となり、

気忙しい毎日になりますが、この一年をじっくりと振り返ってみるのも大きな意義

があると思います。その振り返りで見えてきたことが、きっと新しい年につながっ

ていくのではないでしょうか。 

ところで、この冬は、例年とはちょっと違うようです。いつもの年ですと、今頃

はすでに何回か雪が降って積雪があり、名実共に本格的な会津の冬の装いをしてい

るのですが、今年は温暖化の影響で暖冬なのか、今のところほとんど雪が降ってい

ません。雪が少ないのは過ごし易くてとても良いことなのですが、会津の冬として

はちょっぴり物足りないような気がします。しかし、このままのような状態で過ぎ

ていくことは考えられず、やはり厳しい会津の冬がそう遠くなくやってくるのでは

ないでしょうか。これからの数ヶ月間、厳しい自然の中での生活となりますが、健

康と無事故を第一に会津の冬を楽しんでいきたいものです。 

 

 

 

明日は第２学期終業式、１３０名の子どもたち全員が元気で終業式を迎えて、明

後日から１６日間の楽しい冬休みに入ります。授業日数８０日間の長い第２学期を

無事故で有意義に過ごすことができたのも、保護者の方々をはじめご家族の方々や

地域の皆様方の温かいご理解とご支援があったればこそと心から感謝申し上げます。

本当にありがとうございました。「収穫の秋」「結実の秋」などど言われるように、

子どもたちは、毎日の授業をはじめ係活動や行事などの教育活動を通して、一人一

人が持っている自分のよさを力いっぱい発揮してたくましく成長することができま

した。明日配布される通知票をどうぞお子様と一緒にご覧になってください。通知

票に記載されているＡＢＣの評価だけでなく、担任が子どもたち一人一人を見つめ

て、この第２学期に「できるようになったこと」「頑張ったこと」「その子ならでは

のよさ」などについて文章で記述しましたので、それを参考にお子様の努力をぜひ

褒めてやってください。どうかよろしくお願いいたします。 

冬休みは、クリスマスや大晦日、お正月など日本古来からの伝統行事が行われま

す。ご家族そろって無事故で思い出に残る楽しい毎日を過ごし、希望溢れる新年と

第３学期を迎えてまいりたいと思います。 
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柳津駐在所主任の福島県巡査部長 荒明和彦様が、病気療養中のところ去る１２

月５日、ご逝去なされました。本校におきましても、毎年春の交通安全教室や防犯

教室等の際にご来校いただき、子どもたちに丁寧で分かり易いご指導をしていただ

いておりました。突然の訃報に接して、驚きと悲しみを禁じえません。 

荒明巡査部長は、お亡くなりになるまで病床で、柳津町民の皆様の安心で安全な

生活について心配をしておられたそうです。私たちは、そのお心をしっかりと受け

止めて、交通事故防止と犯罪防止に全町民が力を合わせて努力し、住み良く幸せな

町づくりをこれまで以上に進めていかなければならないと思います。 

荒明巡査部長に心から感謝申し上げ、謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

 

栄光をたたえて  
○ 第４４回ＪＡ共済福島県小・中学生交通安全ポスターコンクール 

奨励賞  ６年 佐藤謙多  

○ 第５９回ＪＡ共済福島県小・中学生書道コンクール 

奨励賞  ３年 芳賀美里 
 

 

 
 

第２学期も大変お世話様になり、誠にありがとうございました。    

明後日からの冬休みが、子ども達にとって、ご家族との温かな心のふれあいを

通して思い出多い一日一日となりますようにお祈りいたしております。 

時節柄、火災や交通事故、ご健康には十分にお気を付けください。 
 

 

 

 

 

期 間  ：平成２７年１２月１０日（木）～平成２８年１月７日（木） 

スローガン：「早めから つけるライトで 消える事故」 

運動の基本：高齢者の交通事故防止 

運動の重点：ア 夕暮れ時と夜間の交通事故防止（特に、反射材用品等の着用の推進） 

イ 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

ウ 飲酒運転の根絶 

※ 交通事故は、被害者はもちろん加害者もその家族を含めて悲惨な生活を余

儀なくされます。 特にこれからは雪道（凍結路）の運転になりますので、

スリップなど冬特有の事故に十分に注意したいものです。 


